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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

匸 勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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第
十
回佐

井

村

産

業

フ

ェ

ア

ー
十
月
三
十
日
・
三
十
一
日

ア
ル
サ
ス
ー

今 月の紙面

２～５ むらの話題

６～７ お知らせ

８～９ 欧州視察団に

参加して

１０～１１ 教育だより

１２ 国保のしおり

１３ 青少年育成村

民会議だより

１４～１５ 交母だより

１６～１７ 保健婦だより

１８～１９ 税務だより

年金だより

２０ くらしの情報



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第１０回

佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア

十
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の

両
日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル

ザ
ス
を
会
場
に
、
佐
井
村
の
産

業
を
一
堂
に
集
め
た
「
第
十
回

佐
井
村
産
業
フ
ェ
ア
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
大
勢
の

人
が
訪
れ
て
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
今
年
の
冷
夏
の

中
苦
労
し
な
が
ら
や
っ
と
収
穫

し
た
農
林
水
産
物
の
共
進
会
や

絵
画
、
工
作
な
ど
の
ア
イ
デ
ィ

ア
エ
夫
展
、
「
キ
タ
ア
カ
リ
」

な
ど
、
地
場
産
品
を
用
い
た
料

理
の
試
食
会
が
行
わ
れ
た
生
活

改
善
展
や
森
林
展
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
会
場
に
は

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
一
つ

一
つ
の
作
品
を
じ
っ
く
り
見
物

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
野
菜
や
水
産
加
工
品

な
ど
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

袋
い
っ
ぱ
い
に
買
い
求
め
る
人

の
姿
も
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ほ

か
に
、
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
は
、
小
雨
の
降
る
中
、
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響

き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
消
防
広
場
で
は

消
火
器
に
よ
る
消
火
実
験
や
、

む
つ
消
防
署
の
協
力
に
よ
る
は

し
ご
車
の
放
水
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

活
イ
カ
釣
り
大
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
水
槽
の
周
り
に
集

ま
り
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
イ

カ
と
奮
闘
。
や
っ
と
釣
り
上
げ

た
イ
カ
に
水
を
か
け
ら
れ
て
、

ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
る
子
や
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
釣
り
上
げ
て
喜

ぶ
子
、
お
ま
け
に
泳
い
で
い
る

イ
カ
を
手
づ
か
み
し
て
し
ま
う

子
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

「
産
業
フ
ェ
ア
入
賞
者
」

■
農
産
物

Λ
野
菜
▽

じ
ゃ
が
い
も
（
キ
タ
ア
カ
リ
）

優
秀
賞

上
山

妙
子

ク

萬
谷
千
代
子

努
力
賞

上
山

ふ
さ

長
い
も
優
秀
賞

加
藤

り
よ

努
力
賞

加
藤

長
作

大

根
優
秀
賞

上
山

妙
子

努
力
賞

上
山

妙
子

白

菜
努
力
賞

上
山

妙
子

ク

加
藤

嫡
子

チ
ン
グ
ン
菜

努
力
賞

上
山

妙
子

長
ね
ぎ
努
力
賞

金
沢

愛
子

セ
ロ
リ
努
力
賞

太
田

ぬ
い

玉
ね
ぎ
努
力
賞

加
藤

良
子

ほ
う
れ
ん
草

努
力
賞

工
藤

ア
サ

小
松
菜
努
力
賞

荒
川

貞
子

ピ
ー
マ
ン

努
力
賞

川
谷

（

ル

食
用
菊
努
力
賞

奥
本

政
子

な

す
努
力
賞

岡
本

正
行

に
ん
じ
ん

努
力
賞

上
山

ふ
さ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

努
力
賞

萬
谷

良
子

タ
ア
サ
イ

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

萬
谷

良
子

Λ
雑
穀
▽

サ
サ
ゲ
優
秀
賞

長
島

ミ
キ

努
力
賞

長
島

ミ
キ

ク

若
山
ひ
ろ
子

大

豆
優
秀
賞

太
田

ぬ
い

あ
ず
き
努
力
賞

飯
田

ま
き

一

水
産
物

Λ
乾
物
▽

天
然
真
昆
布

優
秀
賞

館
脇

誠
一

ク

舘
脇

折
に
夫

努
力
賞

佐
藤

安
美

ク

福
田

嘉
一

々

柳
田

房
治

ク

川
畑

清
江

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

田
中
徳
太
郎

若

布
優
秀
賞

舘
脇

敏
雄

角

又
努
力
賞

七
戸

松
栄

天

草
努
力
賞

舘
脇

敏
雄

ク

中
村

栄
吉

ク

舘
脇

敏
雄

ク

舘
脇

哲
夫

真
昆
布
努
力
賞

柳
田

房
治

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

福
田

栄
一

努
力
賞

柳
田

房
治

△
加
工
▽

塩
蔵
若
布

優
秀
賞

福
田

嘉
一

努
力
賞

横
浜

作
衛

塩
干
た
な
ご

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

田
中
徳
太
郎

も
ず
く



佐
井
村
老
人
の
つ
ど
い

十
一
月
十
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
ア
ル
ザ
ス
を
会
場
に
、
原

田
か
ら
牛
滝
ま
で
の
老
人
ク
ラ

ブ
員
約
二
百
人
が
参
加
し
て
。

「
佐
井
村
老
人
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
佐
井
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
主
催
し
て

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
二
十
回
目
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
藤
田
重
良
会

長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
青
森

県
知
事
顕
彰
の
伝
達
と
佐
井
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
感
謝
状
の

贈
呈

が
行
わ
れ
、
十
七
名

が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
お
と

み
会
」
に
よ
る
民
謡
や
手
踊
り

な
ど
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
、

会
場
は
拍
手
と
笑
い
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

表彰 を受 けた みなさん

・ 青森県知事顕彰

福 浦 柳 田 た け
磯 谷 横 浜 興太郎
磯 谷 横 浜 す ゑ
大佐井 福 田 さ だ

磯 谷 田 中 重五郎
さ と

■佐井村老人クラブ連合会

感 謝 状
原 田 池 田 たづ子
古佐井 若 山 き や
矢 越 館 脇 敏 雄
磯 谷 横 浜 と き

磯 谷 東 出 正 美
牛 滝 山 本 秀 松
原 田 根 岸 ヨ シ
川 目 鈴 木 俊 夫
矢 越 福 田 イ ツ
磯 谷 田 中 正 勝
福 浦 柳 田 た け

努
力
賞

横
浜

作
衛

ク

福
田

嘉
一

■
林
産
物

Λ
き
の
こ
等
▽

し
い
だ
け

優
秀
賞

上
山

正

し
い
だ
け
（
ホ
ダ
木
）

優
秀
賞

坪
谷

龍
悦

ま
い
だ
け

努
力
賞

上
山

正

々

藤
田

重
良

干
し
し
い
だ
け

努
力
賞

和
田

覚

な
め
こ
（
ホ
ダ
木
）

努
力
賞

和
田

功

し
い
だ
け

努
力
賞

上
山

実

ク

紀
伊

光
一

ひ
ら
だ
け

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

加
藤

良
悦

く
り
た
け

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

工
藤

時
夫

■
生
活
改
善

Λ
加
工
品
・
そ
の
他
▽

ま
い
だ
け
の
花
ず
し

優
秀
賞

ほ
ほ
え
み
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

ア
ワ
の
か
き
も
ち

努
力
賞

金
沢

愛
子

ク

畠
中

節
子

食
用
菊
努
力
賞

工
藤

ア
サ

し
い
た
け
と
こ
ん
ぶ

努
力
賞

工
藤

ア
サ

ポ
テ
も
ち

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

工
藤

ア
サ

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

努
力
賞

太
田

ぬ
い

■
そ
の
他

Λ
絵
画
▽

優
秀
賞

船
越

貴
幸

努
力
賞

山
口

智
恵

ク

金
沢

智
克

ク

池
田
貴
亜
樹

。

田
中

育
美

ク

奥
本

藍
子

ク

滝
本

尚
吾

ク

竹
内

浩
義

ク

竹
内

紘
子

ク

大
畑

光
男

ク

萬
谷

信
雄

副

賞

内
田

彩
子

坂
井

紀
行

Λ
工
作
▽

優
秀
賞

川
村

育
子

ク

石
戸

里
美

ク

石
戸

麻
美

ク

細
間
絵
利
子

努
力
賞

能
登

勇
太

々

菊
池

尚
花

ク

竹
内

亜
貴

ク

川
村

直
子

々

福
浦

麻
子

。

田
中

洋
子

ク

菊
池

一
春

々

福
田
め
ぐ
み

々

島
野
理
香
子

ク

七
戸
宗
一
郎

ク

竹
本
み
ど
り

々

佐
々
木
と
も
子

々

内
田

千
春

ク

坂
井

祐
太

ク

畑
中

俊
介

々

田
中
千
香
子

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

福
田

千
春

ク

東
出

和
喜

ク

紀
伊

拓
也

ク

横
浜

和
志

Λ
そ
の
他
▽

努
力
賞

池
田

保
雄

ク

島
野

優

ク

田
名
部
由
一



「
三

献

プ

ラ

ス

Ｅ

推

進

運

動

」

キ

ャ

ラ

バ

ン

隊

来

村

（
献
血
・
献
腎
・
献
眼
・
骨
髄
移
植
）

去
る
十
月
十
九
日
、
青
森
県

環
境
保
健
部
及
び
日
本
赤
十
字

社
青
森
県
支
部
の
職
員
で
編
成

さ
れ
た
、
「
三
献
プ
ラ
ス
ー
推

進
運
動
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来

村
い
た
し
ま
し
た
。

県
民
の
生
命
、
健
康
を
守
る

た
め
、
献
血
・
献
腎
・
献
眼
・

骨
髄
移
植
の
思
想
を
広
く
県
民

の
皆
様
に
普
及
啓
発
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
県
内
各
市
町
村

及
び
事
業
所
を
巡
回
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

村
民
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
意
義
を
深
く
御
理
解

い
た
だ
气

今
後
も
な
お
一
層

の
御
協
力
を
贈
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ば
ら
い
ろ
学
級
全
日
程
終
了

六
月
～
九
月
ま
で
二
十
一
回

に
わ
た
る
「
ば
ら
い
ろ
学
級
」

健
康
教
室
（
レ
ク
リ
エ
ー

ン
ヨ

ン
・
民
謡
体
操
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
）
趣
味
教
室
（
パ

。
チ
ワ
ー

ク
）
手
先
、
指
先
へ
の
挑
戦
、

交
通
マ
ナ
ー
を
学
び
な
が
ら
、

ク
イ
ズ
を
は
さ
ん
で
の
遠
足
に

は
自
分
の
足
に
も
、
ま
だ
ま
だ

と
い
う
自
信
も
つ
き
ま
た
、
佐

井
村
の
現
代
化

に
伴
い
ふ
り
返

っ
て
村
の
往
昔
を
偲
び
、
ソ
バ

も
ち
に
舌
つ
づ
み
を
う
ち
な
が

ら
花

を
咲

か
せ

た
り

す

る
中

で
、
特
に
川
内
町
で
の
陶
芸
教

室
の
茶
わ
ん
づ
く
り
は
世
界
に

た
だ
一
つ
よ
り
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
迷
器
？
と
な
り
、
心
も
顔

も
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
こ
の
次
こ

そ
は
、
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
も
旺
盛
に
お
互
い
に
か
ば
い

合
い
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
の
歩

い
た
、
し
ゃ
べ
っ
た
、
笑
っ
た
、

作
っ
た
、
楽
し
ん
だ
、
そ
し
て

こ
の
次
こ
そ
は
、
と
期
待
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
皆
さ
ん

で
し
た
。

佐 井 村 表 彰 式 典

１１月３囗、津軽海峡文化館を会場

に「平成五年度佐井村表形式典」が

行われ、長年にわたって佐井村の発

展に尽くしてきた功労者に感謝状と

記念品が送られました。

受賞者は次の方々です。

○地方自治功労者 佐藤 良一

○統計調査功労者 田中 徳助

「
投

稿

」

豊

か

だ
っ

た
佐
井

の
海

●
明
治
二
十
七
年
は
、
エ
ゴ
が

大
豊
漁
で
あ
っ
た
。

〒
横
浜
庄
吉
家
で
、
一
回
渡
し

三

六
貫

秤

二

三
五

キ
ロ
）

で
二
八
回
と
二
三
貫
あ
っ
た
。

且

、
八
六
六
キ
ロ
）

こ
の
年
、
エ
ゴ
だ
け
で
于
・

合
丁

令

∴
ふ
・
企
の
家
は
一
千

円
を
越
え
た
。

はか
り
さ
お
ば
か
り

「
昔
の
秤
は
竿
秤
で
一
番
大
き
い

も
の
が
三
六
貫
秤
で
あ
っ
た
。」

大
家
族
の
習
貫
が
あ
り
、
働

き
手

が
多
く
い
た
か
ら
で
あ
ろ

（
昭
和
初
期
、
田
中
文
三
郎
家

は
三
十
二
人
、
横
浜
庄
吉
家
は

二
十
八
人
で
あ
っ
言

●
大
正
十
二
年
頃
（
十
六
、
七

歳
）
兄
だ
ち
と
四
人
組
ん
で
ア

ワ
ビ
採
り
に
焼
山
の
三
十
郎
澗

に
小
屋
が
け
し
た
。
こ
の
場
所

は
遠
い
の
で
誰
も
行
か
な
か
っ

た
。
ア
ワ
ビ
は
重
な
っ
て
あ
っ

た
。
ど
れ
か
ら
取

れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
四
人
で

二
日
漁
を
す
れ
ば
「
ジ
ャ
ッ
ペ
」

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
冬
の
間

は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
ア
ワ
ビ
取



り
で
暮
ら
し
て

い
た
。

（
福
浦
、
田
中
嘉
古
老
談
・
わ

が
ふ
る
さ
と
ふ
く
う
ら
よ
悪

●
昭
和
十
年
頃
、
夜
が
明
け

る

の
を
待
っ
て
父
と
汐
囗
に
エ
ゴ

の
根
溜
り
そ
あ
げ
に
行
っ
た
。

脊
負
篭
で
三
十
七
個
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
、
竹
内

惣
吉
を
艫
乗
り
に
し
て
古
佐
井

黒
岩
沖
か
ら
原
田
に
か
け
て
、

ア
ワ
ビ
突
き
を
し
た
。

一
日
目
、
ム
キ
実
で
十
三
貫
。

二
日
目
大

貫
、
三
日
目
九
貫

六
〇
〇
匁
と
な
っ
た
。

（
ム
キ
身
を
貝
付
の
半
分
と
す

る
と
三
日
で
貝
付
が
約
二
五

ニ
キ
ロ
と
な
る
。
）

（
磯
谷
、
横
浜
一
郎
老
啓

●
海
の
変
貌

明
治
中
頃
は
、

長
後
の
長
浜
沖
が
昆
布
の
一
番

場
所
で
あ
っ
た
。

大
正
期
は
磯
谷
の
鳩
内
沖
、
ク

キ
ド
が
最
良
の
昆
布
、
エ
ゴ
の

漁
場
で
あ
っ
た
が
、
年
々
北
（
原

田
方
面
）

に
移
動
し
、
旧
漁
場

が
枯
れ
た
。

原
因
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

老
化
か
、
公
害
か
、
環
境
汚
染

か
。
夢
よ
、
も
う
一
度
復
活
を

考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

三
八
生



今 月 の 休 診 日

６日（月）・１３日（月）

２０日（月）

２７日（月）は平常どおり診療し

ます。
佐井診療所

「
特
設
人
権
相
談
所
」を

開
設
し
ま
す

■

と

き

平
成
五
年
十
二
月
十
日
㈲

午
前
十
時
～
午
後
三
時

■

と

こ

ろ

ア
ル

ザ
ス

会
議
室

■

相

談

担

当

者

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

・
近
隣
関
係
に
よ
る
も
の

・
遺
産
相
続

・
学
校

・
職
場
内
の
も
の

・
登
記
・
借
地
・
借
家
に
関
す

る
も
の

・
家
族
間
に
よ
る
も
の

・
そ
の
他

『
第
四
十
五
回
人
権
週
間
』

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
「
第
四
十
五
回
人
権
週
回
」

で
す
。
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日

に
第
三
回
国
際
連
合
総
合
で
世

界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
以

来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、

毎
年
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ

ー
」
と
定
め
、
各
国
で
は
基
本

的
人
権
の
尊
重
の
精
神
を
徹
底

さ
せ
る
た
め
の
記
念
行
事
が
行

わ

れ

ま

す

。

わ

が
国

で

は

、
「
人

権

デ
ー
」

を

最

終

日

と

す

る

一

週

間
を
「
人

権

週

間

」
と

定

め

て

い

ま

す

が

、

青

森

地

方

法

務

局

と

青

森

県

人

権

擁

護

委

員

連

合

会

で

は

次

の

強

調

事

項

を

掲

げ

、

県

民

の
皆

さ

ん

に
人

権

尊

重

思

相

の

大

切

さ

を

呼

び

か

け

て

い
ま

す

。

○

国

際

化

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い

人

権

意

識

を

育

て

よ

う

。

ｉ
世
界
人
権
宣
言
四
十
五
周
年
匚

○

子

ど

も

の
人

権

を

考

え

よ

う

。

○

部

落

差

別

を

な

く

そ

う

。

○

女

性

の
地

位

を

高

め

よ

う

。

○

障

害

者

の

完

全

参

加

と

平

等

を

実

現

し

よ

つゝ
。

「

人

権

週

間

」

に

あ

た

り

、

私

た

ち

一
人

ひ

と

り

が

、

人

権

に

つ

い

て

考
え

、

明

る

く

豊

か

な

社

会

を

つ

く

り

ま

し

ょ

う

。

な

お

、

毎

日

の

生

活

の
中

で

お
困

り

の

と

き

は

、

青

森

地

方

法

務

局

む

っ

支

局

（
む

っ

市

金

谷

二

丁

目

六
－

十

五

ａ

（
二

言

三

二

〇

二

ま

た

は

、

お
近

く

の
人

権

擁

護

委

員

に

ご
相

談

く

だ

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
佐
井
村
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

・
佐
々
木
寛
昭
（
登
二
二
七
言

・
山
木

正
（
登
二
六
六
三

・
三

戸

重
（
酋
二
四
三
（
）

平
成
六
年
度
佐
井
村
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

佐
井
村
保
育
所
で
は
、
平
成

六
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

募
集
し
ま
す
。

保
育
所
は
、
児
童
の
保
護
者
、

特
に
母
親
が
就
労
、
病
気
、
病

人
の
看
護
な
ど
の
理
由
で
家
庭

内
保
育
が
十
分
に
で
き
な
い
場
。

合
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
施
設
で
す
。

入
所
基
準
は

①
「
家
庭
外
労
働
」

母
親
が
家
庭
外
の
仕
事
が
主

な
た
め
、
家
庭
内
保
育
が
で
き

な
い
。

②
「
家
庭
内
労
働
」

母
親
が
内
職
な
ど
、
家
事
以

外
の
仕
事
が
主
な
た
め
、
十
分

な
家
庭
内
保
育
が
で
き
な
い
。

③
「
母
親
が
出
産
・
病
気
」

母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ

た
り
、
病
気
な
ど
の
た
め
、
十

分
な
家
庭
内
保
育
が
で
き
な
い
。

④
「
病
人
の
看
護
」

家
庭
に
病
人
が
い
て
母
親
が

看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、
十
分

な
家
庭
内
保
育
が
で
き
な
い
。

※
佐
井
村
保
育
所
の
定
員
は
九

十
名
で
す
が
、
入
所
希
望
者

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
三
歳
未
満
児

の
入
所

希
望
者
は
、
受
付
期
限
を
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

平
成
五
年
十
二
月
一
日
市
～

平
成
六
年
一
月
十
四
日
前

■
受
付
場
所

役
場

住
民
福
祉
課

保
育
所

※
「
保
育
所
入
所
申
請
用
紙
」

は
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

一`
（
三
凸

ニ

ー

一
一



む
っ
病
院
で
は
、十
二
月
十
四
日
か
ら

新

装

に
な

っ
た
診
療

棟

で
医

療

業

務
を

開
始

し

ま
す

。

む
つ
総
合
病
院
の
診
療
棟
建

設
工
事
は
、
十
一
月
末
を
も
っ

て
外
構
工
事
を
除
き
、
完
成
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
来
る
十
二

月
十
三
日
（
月
）
は
、
新
診
療

棟
へ
の
移
転
作
業
の
た
め
、
休

診
と
な
り
ま
す
。
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
救
急
患
者
に
つ
い

て
は
、
受
け
付
け
し
ま
す
。

ナ

万

十
四
日
（
匹

か
ら

は
、
新
装
に
な
っ
た
診
療
棟
に

お
い
て
医
療
業
務
を
開
始
い
た

し
ま
す
。

受
付
外
来
業
務
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化
す
る
た
め
の
新
し
い
診

療
券
に
つ
い
て
は
、
自
動
再
来

受
付
器
の
稼
動
に
向
け
て
随
時

配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
十
四
日
か
ら
の
再
来

患
者
の
受
付
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
さ
れ
る
た
め
、
受
付
時

間
も
七
時
四
十
五
分
か
ら
十
一

時
三
十
分
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
再
来
受
付
器
の

取
扱
い
っ
い
て
は
、
係
員
を
配

置
い
た
し
ま
す
の
で
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｎ

Ｔ

Ｔ

で

は

三

八

局

の
交
換
器
を
切
り
換
え
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
匸
咼
度
化
・
多

様
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

お
答
え
す
る
た
め
に
、
全
国
的

通
信
設
備
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
十
二
月
二
十
二
日

呆

）
十
二
時
三
〇
分
に
三
八

局
の
交
換
機
を
新
し
い
デ
ィ
ジ

タ
ル
交
換
機
へ
切
り
替
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

お
客
さ
ま
の
ご
迷
惑
を
最
小
限

に
す
る
た
め
電
話
の
ご
利
用
の

少
な
い
時
間
帯
に
行
う
な
ど
万

全
を
期
す
事
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
一
分
程
度
電
話
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
十
二
時

三
〇
分
前
後
の
利
用
を
さ
け
て

い
た
だ
き
、
切
り
替
え
工
事
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
ぉ
願
い
し
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
大
間
営
業
所

ま
で
酋
○
一
七
五
三
一
七
）
二
〇
〇
〇

電
話
の
故
障
に
関
し
て
は
、

（
局
番
な
し
一

二

蕃

へ

）

年末 一年始の休 診 日

■佐井診療所

１２月２９日・３０日・３１日

１月１日・２日・３日

４日（午前診療）

■むっ病院

１２月３０日・３１日

１月１日・２日・３日

※ただし救急患者にっ

きましては受付しま

す。

■大間病院

１２月２９日・３０日

（午前中診療）

１月１日・２日・３日

「 青 色 申 告 特 別 控 除 の 創 設 」

個人で青色申告をされている方について

は、平成４年３月の税制改正により、青色

申告控除の特例が廃止され、新たに青色申

告特別控除の特例が設けられました。

この改正は、平成５年分以後の所得税に

適用されます。この青色申告特別控除には、

①３５万円控除と②１０万円控除の２種類があ

ります。

①３５万円の青色申告特別控除

事業所得又は事業的規模で貸付を行っ

ている不動産所得者が、正規の簿記の原

則に従って記帳し、期限内提出の確定申

告に損益計算書と貸借対照表を添付した

場合には、最高３５万円の青色申告特別控

除の適用を受けることができます。

なお、平成５年分から平成９年分まで

は、簡易な簿記の方法により記帳してい

ても、青色申告書に損益計算に加え貸借

対照表を添付している人については、こ

の控除が認められます。
②①の控除を受ける青色申告者以外の青色

申告者は、不動産所得、事業所得及び山

林所得を通じて最高１０万円を控除するこ

とができます。

むっ税務署（２２）３２９４

自然 の 材 料 を使 っ て

“ リ ー ス を 作 ろ う ！！”

平成５年１２月５日間

…‘１つる”を土台としたりース作り
平成５年１２月１２日間

…“稲わら”を土台としたりース作り
日程（５日、１２日とも同じ）
９：００～９：１５受 付
９：１５～９：３０開会式・オリエンテーション
９：３０～１１：３０実習「梵珠リース作り」
ｎ：３０～１２：ｏＤ作品観賞・後始末・閉会式

１２：００ 解 散
定員 両日とも５０人程度で締め切ります。
対象 おおむね小学校４年生以上。〔４年生以下でも

保護者か面倒を見られるならばこの限りではあ
りません。ご相譲下さい。〕

指導者 三上てっ子氏（浪岡町）
黒滝 恵子氏 （青森市）

準備物
・筆記用具
・製作に必要なものはセンターで準備しますか、でき

るだけ身近な材料で準備できるものは、当日お持ち
下さい。
・正午終了予定ですが、昼食をとってからお帰りにな
りたい方には、昼食場所を提供しますので御準備下
さい。
申し込み方法
・参加希望者は、電話で「県立自然ふれあいセンター」

申込み先電話番号…０１７２（６２）４５２７又は（６２）８５１０
電話の受付時間………午前９時～午後４時３０分

・申込み締め切り…１回目、２回目とも平成５年１１月
２９日（月）定員になり次第締め切ら
せていただきます。

元 気 い っ ぱ い ！雪 い っ ぱ い ！！

下北少年自然の家では、主催事業「雪

と氷と友だちと」の参加者を募集して

います。冬山でキャンプ生活しながら、

いろいろな活動をします。

○い っ

平成６年１月７日（金）１３：００から１０

日（月）１４：００までの３泊４日

○どこで 青森県立下北少年自然の家

Ｏだれが 小学校５年生から中学生 ま

で ２５名

○なにを キャンプ、冬の自然観察、

冬山登山、野外炊事など

○参加料 １人 ５，５００くらい（食事

代、おやつ代、保険料など）

○申し込み １２月２４日（金）までに下北

少年自然の家までお電話

ください。くわしい資料

と申込書をお送ります。

登 ０１７５－３４－５８５８



欧
州
中
山
間
地
域
生
活
環

境

整
備
事
業
視
察
団
に
参
加
し
て

藤

田

隆

第
二
回
い
き
い
き
農
山
村
研

究
会
が
企
画
い
た
し
ま
し
た
、

欧
州
中
山
間
地
域
生
活
環
境
整

備
事
業
視
察
団
員
と
し
て
、
十

月
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
十
四
日
間
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
団
員
の
構
成
は
、
全
国
各

市
町
村
自
治
体
の
過
疎
地
域
の

職
員
と
企
業
、
事
務
局
の
合
せ

て
二
十
名
の
団
員
で
あ
り
ま
し

た
。こ
の
視
察
の
目
的
と
し
て

○
農
業
と
環
境
を
生
か
し
た
地

域
の
活
性
化
方
策

○
地
域
排
水
事
業
の
実
態
と
生

活
環
境
整
備

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
れ
ら
が

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
整
備
さ

れ
て
い
る
の
か
、
日
本
と
欧
州

を
比
較
し
た
場
合
の
相
違
に
つ

い
て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

視
察
国
は
、
ド
イ
ツ

ー
フ
ラ

ン
ス

ー
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
四
ヶ
国
で
し
た
。

■
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
市
に
あ
る
、
ド
イ
ツ
農
業

協
会
を
訪
問
し
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
農
業
一
般
事
情
と
農
村
振

興
策
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
農
業

協
会
の
ド
ク
タ
ー
フ
ッ
ト
氏
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
農
業
は
、
ド
イ
ツ

政
府
と
Ｅ
Ｃ
か
ら
の
助
成
措
置

に
よ
り
農
業
が
守
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
農
家
の
生
産

向
上
を
目
的
と
せ
ず
、
低
コ
ス

ト
生
産
に
徹
し
、
農
地
の
有
効

利
用
を
図
り
、
そ
し
て
生
産
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
農
家
は
自
然

環
境
を
大
事
に
し
た
農
業
を

行
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い

で
し
よ
つヽ
。

ド
イ
ツ
で
は
、
農
業
組
織
の

団
体
が
四
つ
に
区
分
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
団
体
は
共
通
す
る
活

動
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も

基
盤
の
安
定
し
た
農
業
が
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
ド
イ
ツ
農
業

は
、
日
本
の
米
と
同
じ
く
貿
易

摩
擦
の
問
題
が
極
め
て
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
政
府
は

Ｅ
Ｃ
全
体
の
中
で
も
ガ
ッ
ト
受

け
入
れ
の
方
向
で
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市

内
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
（
市

民
農
園
）
を
視
察
し
て
来
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
デ
ン
法
が
あ
り
、
市
民
農

園
は
環
境
改
善
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま

す
。
こ
の
市
民
農
園
の
区
画
内

に
作
業
小
屋
と
庭
を
整
備
し
、

農
作
物
を
育
て
る
こ
と

が
条
件

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
市
民
農
園
や
野

菜
の
オ
ー
ナ
ー
制
を
行
っ
て
い

る
市
町
村
が
あ
り
ま
す
が
、
宿

泊
可
能
な
作
業
小
屋
を
完
備
し

た
市
民
農
園
を
行
う
こ
と
に
よ

り
荒
廃
農
用
地
の
有
効
利
用
が

図
ら
れ
過
疎
対
策
の
一
環
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

し
た
。

■
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ス
ト
ラ
ス

ブ
ル
グ
市
に
あ
る
パ

ー
ラ
ン
農

業
会
議
所
を
訪
問
し
、
ア
ル
ザ

ス
地
方
の
農
業
に
つ
い
て
の
視

察
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
方
は
、
穀
物
地
帯
で

主
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
土
が
肥

え
て
お
り
、
過
剰
生
産
の
た
め

Ｅ
Ｃ
か
ら
生
産
調
整
さ
れ
て
い

る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
生
産
調

整
に
つ
い
て
も
、
Ｅ
Ｃ
の
助
成

措
置
に
よ
り
農
家
の
生
活
が
守

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
乳
牛
と

豚
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
が
、
乳

牛
は
、
牛
乳
の
過
剰
生
産
と
乳

加
工
製
品
等
の
価
格
低
迷
に
よ

り
、
肉
牛
へ
の
転
換
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
乳
牛
や
肉

用
牛
の
人
工
受
精
へ
の
取
り
組



み
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
八
〇
％
が
人
工
受
精
に
依

存
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
農
業

に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
内
で
の
農

業
が
競
合
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

農
作
物
に
負
荷
価
値
を
つ
け
た

農
業
「
ブ
ラ
ン
ド
」
生
産
に
よ

り
、
農
家
経
営
の
安
定
を
図
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
例
え
ば
、
ビ
ー
ル
生
産
に
必

要
な
ホ
ッ
プ
を
商
品
価
値
の
高

い
も
の
に
す
る
た
め
、
分
析
結

果
に
基
づ
き
高
級
志
向
へ
の
誘

導
・
方
策
な
ど
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。」

■
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
イ

ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市
に
あ
る
チ
ロ

リ
州
農
業
会
議
所
を
訪
問
し
、

山
岳
地
帯
の
牧
育
農
業
に
つ
い

て
の
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

チ
ロ
リ
州
は
、
ア
ル
プ
ス
の

麓
の
山
岳
地
帯
で
放
畜
（
乳
牛
）

と
民
宿
の
複
合
経
営
に
よ
り
農

業
が
営
な
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
地
域
で
は
、
畜
産
（
放

意

経
営
の
規
模
拡
大
を
図
る

う
え
で
土
地
が
高
く
農
地
取
得

が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
牛
乳

や
乳
製
品
の
価
格
が
低
迷
し
、

所
得
向
上
が
期
待
さ
れ
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
自
然
環
境
を
生

か
し
た
ス
キ
ー
観
光
客
や
夏
の

バ
カ
ン
ス
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
の
民
宿
経
営
に
よ
り
、
農

家
の
安
定
し
た
生
活
設
計
が
行

わ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま

す
。
チ
ロ
リ
州
に
は
、
日
本
か

ら
の
ス
キ
ー
選
手
が
多
数
訪
れ

て
い
る
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

■
ス
イ
ス
で
は
、
中
山
間
地
域

の
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
上
ワ
ー
ゲ
ン
市
の
隣
町

で
あ
る
ラ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ブ
レ
ー

ン
町
の
集
落
排
水
施
設
（
下
水

道
処
理
場
）
に
つ
い
て
の
視
察

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
下
水
道

処
理
場
は
、
ア
メ
リ
カ
の
技
術

が
導
入
さ
れ
た
回
転
分
離
板

面

転
円
盤
方
式
）
に
よ
る
処

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
イ
ス
は
酪
農
と
観
光
の
国

で
あ
り
、
自
然
環
境
を
守
り
景

観
を
最
も
大
事
に
し
保
全
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

重
視
し
た
集
落
排
水
が
九
〇
％

の
完
備
率
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。日
本
で
も
近
年
は
、
ス
イ
ス

の
よ
う
に
自
然
環
境
を
考
慮
し

て
の
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
欧
州
と
集
落
排
水
整

備
を
比
較
し
た
場
合
、
五
十
年

以
上
も
遅
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。欧
州
の
よ
う
に
、
自
然
環
境

を
大
事
に
し
た
地
域
で
も
大
気

汚
染
な
ど
の
影
響
に
よ
り
異
常

気
象
と
甘
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と

か

ら

、

地

球

環

境

汚

染

が
心

配

さ

れ

て

い

る

た

め

に

も

集

落

排

水

整

備

が
急

務

で

あ

る

と

感

じ

て

き

ま

し

た

。

圃

欧

州

の
食

物

は

、

肉

類

ス

ム
）
、

ジ

ャ

ガ

イ

モ

、

乳

加

工

食

品

、

パ

ン

が
主

食

で

あ

り

、

飲

み

物

は

、

ビ

ー

ル

、

ワ

イ

ン

を

主

と

し

て

い

ま

す

。

日

本

の

よ

う

に

生

物

や

生

野

茱

は

食

べ

ず

、

者
一
物

や

董
一
製

（
肉

の
公

）

な

ど

の

よ

う

に

手

を

加

え

て

か

ら
食

べ

る

の

が
日

常

の

食

生

活

の

よ

う

で

し

た

。

街

の
造

り

も
環

境

保

全

を

守

り

、

古

い

建

物

が
百

年

以

上

も

修

理

さ

れ

な

い

ま

ま

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

欧

州

は

比

較

的

に

自

然

災

害

が
少

な

い

と

い
う

こ

と

が

伺

わ

れ

ま

す

。

ま

た

、

日

本

は

周

囲

を

海

で

囲

ま

れ

て

お

り

、

他

国

か

ら

の

占

領

地

と

な

っ

た

時

代

は

な

い

が

、

欧

州

の

ほ

と

ん

ど

の

国

々

は

陸

つ

づ
き

と

な

っ

て

い

る

こ

と

か

ら

畿

度

と

な

く

他

国

の
占

領

址

と

な

り

、

こ

の

こ

と

か

ら

も

欧

州

の

人

々

は

自

国

を

大

事

に

し

誇

り

を

持

っ

て

い

ま

す

。

ス

イ

ス

で

は

、

世

界

最

高

峰

の
登
山
列
車
に
乗
り
、
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
山
、
三
四
三
五

メ
ー
ト
ル
の
登
山
、
途
中
の
景

観
は
お
と
ぎ
の
国
の
よ
う
で
し

た
。
頂
上
は
、
氷
岩
が
見
ら
れ

氷
岩
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、

犬
パ
ノ
ラ
マ
を
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
山
は
日

本
人
観
光
客
が
多
く
、
売
店
で

の
買
い
物
も
、
ス
イ
ス
フ
ラ
ン

（
貨
幣
）
と
囗
本
の
お
金
で
も

買
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
途
中
の
駅
で
も
、
日
本
語

で
の
案
内
表
示
が
あ
り
、
い
か

に
ツ
ア
ー
客
が
多
い
か
伺
わ
れ

ま
し
た
。

■
欧
州
の
農
業
で
は
、
や
は
り

貿
易
摩
擦
の
問
題
が
大
き
い
よ

う
で
あ
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す

Ｅ
Ｃ
の
果
た
す
役
割
が
重
要
と

さ
れ
て
お
り
、
貨
幣
に
つ
い
て

も
Ｅ
Ｃ
統
一
が
図
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
は
農
業
と
集
落

排
水
が
主
で
あ
り
、
そ
の
内
容

を
紹
介
・
報
告
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
機
会
の

あ
る
ご
と
に
欧
州
で
の
視
察
見

聞
し
て
き
た
こ
と
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



赦
育
だ
よ
り

第２７回

佐
井
村
小
学
生
お
話
し
大
会

生
活
経
験
の
部

最
優
秀
賞

原
田
小
五
年

下
斗
米

満

「

お
母

さ
ん
！
・
」

病

室
で
、
僕

は
お
母

さ

ん
を
必
死

で

ゆ
り
動

か
し
ま
し
た
。

「

お
母

さ
ん
’・
何
し
た
の
さ
ノ

手

を
握
っ
て

も
、

い
っ

も

の
よ

う

に
握

り

返
し
て

く
れ
ま
せ

ん
。
だ

ん
だ

ん
冷

た

く

な
っ

て

い

く

お
母

さ

ん

の

体

に

は
、

点
滴

や
酸
素

の
管

な

ど
、
た
く

さ

ん
の
器
具

が
ま
と

わ
り
つ

い
て

い
て

、

見

て

い
ら

れ
な

い
ほ
ど
痛

々
し

い
様
子

で

す
。
そ

れ
で
も
僕

の
心

は

お
母
さ

ん

の
命

さ
え
助

か

れ
ば
、

と

い
う

気
持
ち

で

い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

ま

さ
か
、

お
母

さ
ん
ま
で
亡

く
な

る

な

ん
て
。

二

度

目

の
悪

夢

が
、

現

実

に

な

っ
て

や
っ
て
き
た

の
で

す
。

お
母

さ

ん
が
亡
く

な
る

わ
ず
か
三
ヶ

月
前

の
、
二
月

の
末

の
こ
と
で

す
。
夜

の
間

中
、
嵐

の
よ
う
に

ふ
き
あ

れ
た
風

が
、

ぴ
た
り
と

や
ん
だ
朝
で

し
た
。

そ

の
頃
、
お
父

さ
ん

は
僕
た
ち

の
世

話
を

し
な

が
ら
毎

日

の
よ
う
に
病

院
へ

行
っ
て
、

お
母

さ
ん
の
看

病
を

し
て

い

ま
し
た
。

そ

の
日

、

い
つ
も
早
起

き
の

お
父

さ

ん

が
七
時
を
過

ぎ
て
も

起
き
ま
せ

ん
。

体
を

ゆ
す
っ
て
、

「
お
父
さ

ん
、
も
う
七
時
だ
よ

。」

「
寝
た

ふ
り

を
し
て
、

お
ど
か

す
気
だ

な
」

と
思

い
、
足

の
裏

を
く
す
ぐ

っ
て

や
り

ま

し
た
。
で

も
、

い
つ
も
と
様

子

が
違

い
ま

す
。
動

く
ど
こ

ろ
か
足

が
と

っ
て

も
冷

た

い
の
で
す

。
僕
は
言

葉

が
出

ま

せ

ん
で

し
た
。

僕

の
家
族

は
、
三

年
ほ

ど
前

は
、
お

父

さ
ん
、

お
母

さ
ん
、
お

姉
さ

ん
、
お

兄

さ
ん
と
僕

の
五
人
で
し
た
。
そ
れ
が
、

半
年

も
立
た

な

い
う

ち

に
兄

弟
三
人

だ

け
に
な

っ
て

し
ま

い
ま
し

た
。
お
姉

さ

ん
が
仕
事

を
し
て

い
る

の
で
、
夕
御

飯

は
親
戚

の
偉

人
君

の
家
で
食

べ
る
こ

と

に
し
て

い
ま

す
。

お
父

さ
ん
達

が
い
た
頃

は
、
け

ん
か

な
ん
て
し
た
こ

と
も

な

い
三

人
で
し

た

が
、

話

か
合
わ

な
く

て
、
し
ょ

っ
ち
ゅ

う

け

ん

か

を

す

る

よ

う

に

な
り

ま

し

た
。
負

け
る

の
は

い
つ
も
僕

で
す
。
腹

が
立

っ
て
、
く

や
し

く
て
、
周

り
の
も

の
に

あ
た
り

ち
ら
す

し
か
、
気

持
ち

を

ま
ぎ
ら
す
方
法

が
あ
り
ま
せ

ん
。

友
達

と
も

衝
突
す

る
こ

と

が
多

く

な

り
ま

し
た
。
心

の
中
で

は
仲
良

く
し
よ

う
と

思
っ
て

も
、
気
持

ち

が
お
さ
え

切

れ
な

い
の
で
す
。
こ

ん
な

と
き
、

お
父

さ
ん
や

お
母

さ
ん

が

い
て

く
れ

れ
ば
な

あ
、

と
思

い
ま
す

。
も
し

か
し
た

ら
お

姉

さ

ん
や
お
兄

さ
ん
も

そ
う
感
じ

て

い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で

も
今

は
、
お
父

さ
ん
、
お
母

さ
ん

が

い
な
く
て
も
、

家
族

が
増
え

た

よ
う

な
気
持

ち
で

す
。
そ

れ
は
、
偉
人

君
の

家
族

が

い
る
か
ら
で
す
。

僕
は
偉

人
君

兄

弟

の
こ
と

を
、
ま
る
で

弟

の
よ
う
に

思
っ
て

い
ま
す

。
三

人
兄

弟

の
中

で
一

番

下
た

っ
た
僕

も
、
兄

さ

ん
に
な
っ
た

つ
も
り

で
、
本
当

の
兄
弟

の
よ

う
に
し

て
く
れ
ま
す
。

お
父

さ
ん
、

お
母

さ
ん
に
は

何
も
し

て
あ

げ
ら

れ
な
か

っ
た
け

れ
ど
、
そ

の

分
を
、

今
僕

の
ま
わ
り

に

い
る
お
姉

さ

ん

や
お
兄

さ
ん
、
偉
人
君

の

お
父
さ

ん

お
母

さ
ん
、

そ
し
て
偉
人

君
兄

弟
に
何

か
し

て
あ
げ

ら
れ
な

い
か
な

あ
と
思

い

ま
す
。
僕

の
机
の
上

に
は
、

お
父

さ
ん
と

お

母

さ
ん
の
写

真

が
置

い
て
あ

り
ま

す
。

そ
の
写
真
を
じ

っ
と
見

て
い
る
と

「
満
、
強
く

な
っ
た

な
あ
。
」

「
満
、

一
生
縣
ｔ
命

や
っ
て

ら

が
。
」
と

、

声

が
聞

こ
え

て
く

る
よ
う

な
気

が
し
ま

す
。
そ

の
声

に
僕

は

「
だ

い
じ
ょ
う

ぶ
、
心
配

し

な
く
て
も

い
い
よ

。」

と
答
え

る
こ

と
に
し

て

い
ま

す
。
そ
し

て
、

そ
の
通

り
、
お

父
さ

ん
、
お
母

さ

ん
に

い
っ
も
安

心
し

て
も

ら
え

る
よ
う

に

が
ん
ば

っ
て
、

い
つ
か
、

お
父

さ
ん

の
あ

と
を

つ
ぐ
こ
と

が
僕

の
夢

な

の
で

す
。

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

短

歌
上
山

実

護
岸
端
に
熟
れ
る
紫
の
野
苺
を

摘
む
人
も
な
く
秋
深
み
ゅ
く

秋
晴
れ
に
女
等
集
い
て
不
稔
田

の
僅
か
ば
か
り
の
籾
を
数
え
る

一
面
の
コ
ス
モ
ス
俄
か
に
ゅ
れ

乱
れ
霰
ま
じ
り
の
通
り
雨
過
ぐ

秋
気
満
ち
草
木
も
ろ
も
ろ
深
み

ゅ
く
連
山
は
る
か
見
え
ぬ
果
て

ま
で

藤
島
津
賀
子

テ
レ
帥
ン
に
伝
わ
り
泣
き
い
る

孫
「
綾
」
の
大
人
び
て
い
と
し

夭
に
取
り
継
ぐ

河
の
面
の
雲
足
迅
き
風
波
は
芒

の
影
を
乱
れ
消
し
ゅ
く

晩
秋
の
夜
廻
勁
人
に
月
映
え
て

拍
子
木
響
き
刻
の
流
る
る

石
戸
美
矢
子

奥
山
の
深
き
中
よ
り

こ
尸
の
聞

こ
え
て
雉
の
飛
ぎ
立
ち
ゅ
く
か

あ
か
あ
か
と
夕
映
え
広
き
水
平

線
に
ひ
と
つ
の
船
の
黒
く
過
ぎ

ゅ
く

風

寒

く

な

り

た

る
林

に

鳥

た

ち

の

声

を

昨

日

よ

り

今

日

遠

く

聞

く

浜

中

よ

ん

撒

老

ゆ

る
仲

間

集

い
て

一

日

の

刻

た

つ

早

し

み

な
若

還

る

朝

と

き

に

膝

の
痛

み

の

柔

げ

ど

夕

ぐ

れ

次

第

に

ま

た

痛

み

く

る

目

時

道

枝

北

風

に

夜

明

け

の

海

辺

の

ガ

ス

ス

タ

ン

ド

鳥

は

し

ゃ
ぐ

ご

と

小

旗

は

た

め

く

わ

が

生

地

消

え

て

繁

栄

の
王

子

獸

ま

ひ

る

の

ホ

ー

ム

は

今

日

も

憂

う

つ

青

涯

を

見

き

わ

め

ん

と

て

か

彼

の

一

機

一

回

転

し

青

に

吸

わ

れ

ぬ青

と

銀

に

夜

明

け

の
空

切

り

船

に

落

ち

る

鰤

釣

る
夫

の

皓

き

歯

並

び

俳

句

西

谷

豊

彦

（
陸
軍
少
年
飛
行
兵
時
代
を
偲
ぶ
）

雷

雲

や

陸
少

飛

だ

り

き

空

の

旅

秋

蝶

や

旅

語

り

合

う

エ

ア

ポ

ー

紅

葉

を

堀

に

写

し

て

城

黒

し



平成Ｒ年産

佐
井
村
奨
学
生
を

募
集
し
ま

ず

●
村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育

成
し
、
も
っ
て
佐
井
村
の
振
興

に
寄
与
さ
せ
、
一
般
文
化
の
向

上
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■

貸

付

の

対

象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子

弟
で
匸

咼
校
、
大
学
、
名
種
技

術
技
能
養
成
機
関
に
在
学
す
る

方
。

■

奨

学

金

貸

与

の

額

・
大
学
（
医
・
歯
学
部
除
二

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校

三
学
年
ま
で

月
額

一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
学
校月
額

一
万
円
以
内

・
養
成
施
設月
額

一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
・

技
能
養
成
機
関
月
額

一
万
円
以
内

・
医
・
歯
学
部
等

月
額

二
十
万
円
以
内

※
な
お
、
次
に
該
当
す
る
奨
学

生
に
つ
い
て
は
、
右
の
奨
学
金

貸
与
の
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千

円
以
内
の
額
を
加
算
し
て
貸
与

し
ま
す
。

一
、
母
子
世
帯
ま
た
は
、
生
活

保
護
世
帯
の
奨
学
生

匸

一
犬

以
上
の
奨
学
生
の
い

る
世
帯
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨

学
生

一

貸

与

の

期

間

正
規
の
修
業
期
間
と
し
ま
す
。

Ｉ

奨

学

金

の

償

還

方

法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年

後
か
ら
奨
学
金
を
受
け
た
期
間

の
二
倍
の
期
間
で
償
還
し
ま
す
。

■

受

付

期

間

平
成
六
年
四
月
三
十
日
ま
で

一

申

込

み

佐
井
村
教
育
委
員
会
総
務
課

ま
で
登
⑨
四
五
〇
六
・
四
五
〇
七

第１２回 健 康 づ く り ナ イ タ ー

バレーボり レ大会（１１月８日現在）

（
松
江
城
）

冬
隣
水
の
都
の
城
下
町

亨
旦
ち
や
刈
り
て
再
び
知
る
冷

夏

゜

波
白
し
烏
賊
釣
り
の
灯
の
尻
矢

崎

上
山

実

秋
の
峰
一
望
の
海
風
寒
し

月
夜
半
隴
の
音
遠
く
見
送
り
ぬ

水
稲
の
雀
遠
の
く
凶
の
秋

三
上

敏

秋
の
雨
降
り
し
き
る
毎
訃
の
続

主
在
ら
ぬ
仏
間
の
障
子
入
れ
に

け
り

誚
始
の
墨
色
あ
わ
き
暮
の
秋

繙
け
ば
古
書
な
つ
か
し
長
き
夜

石
戸
美
矢
子

落
蝉
の
羽
音
か
す
か
に
風
生
ま

れ廃
材
の
河
原
の
暮
れ
や
花
芒

読
め
ば
す
ぐ
疲
れ
易
く
て
夜
の

秋

浜
中

よ
ん

菊
の
花
手
に
墓
詣
で
の
女
た
ち

憂
き
事
の
多
き
ニ
ュ
ー
ス
よ
秋

の
朝

三
上

敏

秋
草
の
ま
た
雨
に
濡
れ
咲
き
に

け
り

（
猊
鼻
渓
こ
二
句
）田
名
部
ヒ
サ

船
頭
の
竿
を
掠
め
て
散
る
枯
葉

旅
下
り
掉
さ
す
音
も
澄
め
る
秋

時
て
る
奇
岩
に
秋
空
狭
く
見
し

乱
れ
跡
野
菊
吹
か
れ
し
炎
坂

藤
原
邸
居
並
ぶ
穀
倉
天
高
し

残
り
咲
く
萩
や
暮
色
の
毛
越
寺

城
柵
に
跳
ね
し
蟋
蟀
行
き
詰
り

底
の
無
き
ひ
た
す
ら
青
し
秋
の

｛
ルヱ

り
ん
ご

鈴
生
り
の
林
檎
の
枝
を
地
が
支

え草
風
着
い
て
囃
さ
れ
オ
ー
ル
ド

ミ
ス○
十
一
月
号
正
誤

短
歌

川
岸
キ
ョ
子

柔
か
な
青
き
海
べ
の
散
歩
道
衿

に
風
聞
く
頃
と
は
な
り
ぬ

俳
句

三
上

敏

実
を
持
た
ず
秋
天
に
向
く
稲
秧

か
な
菩
提
寺
に
五
輪
の
墓
塔
天
高
し

規

定

○
／
切

十
二
月
六
日
（
月
）

○
句
歌
と
も
に
新
年
用
の
も
の

二
句
・
二
首
。
そ
の
他
は
数
自

由
。
○
特
殊
な
字
に
仮
名
。
返

信
用
封
筒
と
切
手
を
。



国

保

の

し

お

り

〈
老
人
医
療
〉

医
療
費
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
よ
う

お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら
っ

た
と
き
の
医
療
費
は
、
そ
の
財

源
が
、
老
人
保
健
法
の
下
で
は
、

全
医
療

保
険

の
助

け

あ

い
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
医
療
費

は
、
い
わ
ゆ
る
若
年
被
保
険
者

の
医
療
費
の
数
倍
も
か
か
る
状

況
で
す
か
ら
匸

咼
齢
化
社
会

の

進
展
に
よ
っ
て
医
療
費
の
総
量

が
ふ
え
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
医
療
費

が
な
ぜ
ふ
え
る
の
か
、
そ
の
要

因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

①

病
気
に
か
か
る
率

こ
受
診

率
が
高
い

②

慢
性
の
病
気
が
多
い

③

入
院
期
間
が
長
期
に
わ
た

り
や
す
い

こ
の
よ
う
な
要
因
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
注

意
し
て
、
健
康
で
す
こ
や
か
な

毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

覚
え
て
お
き
た
い

薬
の
常
識
５
つ
の
教
え

①

薬
は
説
明
書
、
効
能
書
を

よ
く
読
む
。

②

薬
の
飲
み
方
、
飲
む
量
は

正
し
く
守
る
。

③

薬
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
わ
せ

て
飲
ま
な
い
。

①

薬
の
形
に
よ
る
使
い
分
け

を
守
る
。

⑤

薬
は
古
い
も
の
や
問
に
あ

わ
せ
で
は
絶
対
飲
ま
な
い
。

医療 費 の状 況

〔８月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者名 １，５０９人

退職者医療 加入者数 ６２人

老人医療 対象者数 ４８９人

お

元

気

で

す

か

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な

さ
ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
上
ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と

の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。季

節
労

働
者
職
場

訪
問

毎
年
実
施
し
て
い
る
季
節
労

働
者
職
場
訪
問
が
、
村
長
、
季

節
労
働
者
対
策
協
議
会
委
員
の

山
本
秀
夫
さ
ん
、
担
当
者
で
十

月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

三
日
間
、
季
節
労
働
者
の
実
態

を
見
聞
調
査
し
、
慰
問
激
励
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。十
月
末
現
在
の
季
節
労
働
者

届
出
数
は
二
百
八
十
四
名
、
事

業
所
は
百
二
十
二
ヶ
所
に
及
ん

で
い
る
た
め
、
毎
年
四
～
五
事

業
所
の
訪
問
で
は
回
り
切
れ
な

い
の
が
実
態
で
す
。
今
回
は
東

京
都
を
中
心
に
、
茨
城
県
、
千

葉
県
、
神
奈
川
県
を
訪
問
し
ま

し
た
。

○
訪
問
先
○

茨
城
県
八
千
代
町

日
本
舗
道
㈱
八
千
代
出
張
所

・
就
労
者

越
膳
弘
行
、
田

中
秀
美
、
田
中
春
美
、

田
中
法
子
、
田
中
正
喜
、

田
中
喜
代
治
、
大
石
輝

彦
、
大
石
正
義
、
東
出

雅
範
、
福
田
範
隆
、
横

浜
四
志
一
、
横
浜
浩
、

千
葉
県
船
橋
市

若
潮
建
設
㈱

・
就
労
者

岩
崎
治
義
、
横

浜
信
雄
、
田
中
徳
寿
、

（
村
出
身
者
）
能
登
文

男
、
山
本
義
樹

千
葉
県
市
川
市

前
川
建
設
㈲

・
就
労
者

和
田
洋
一
、
館

脇
正
博
、
宮
木
勝
夫
、

田
中
勲

千
葉
県
市
原
市

か
ず
さ
舗
道
㈱

・
就
労
者

田
中
豊
市
、
田

中
幸
、
磯
川
菊
雄
、
金

谷
金
吾
、
木
部
輝
彦
、

佐
藤
明
文
、
（
村
出
身

者
）
木
部
歳
雄
、
木
部



青
少
年
育
成
村
民
龠
議
だ
よ
り

－

育
て
よ
う
未
来
に
の
び
る
青
少
年
－

第１３回

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
中
の
十
一
月
五
日
、
ア
ル

ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
育
て
よ
う
未
來
に
の
び
る

青
少
年
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
。

「
第
十
三
回
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
あ

す
の
佐
井
村
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
誓

い
合

い
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
青
少

年
育
成
佐
井
村
民
会
議
の
野
村

義
勝
会
長
が
「
全
て
の
村
民

が

青
少
年
の
健
全
育
成
に
な
お
一

層
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
家

庭
・
学
校

・
地
域

が
一
体

と

な
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
必
要

性
」
を
訴
え

る
あ
い
さ
つ
の
後
、

明

る
く
健
全

な
家

庭

づ
く
り

と
、
青
少
年
の
自
主
性
、
創
造

性
を
育
て
る
た
め
、
地
域
ぐ

る

み
で
の
社
会
参
加
活
動
の
支
援

な
ど
を
目
指
し
九
大
会
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
十
七
回
佐
井
村

小
学
生
お
話
し
大
会
で
最
優
秀

賞
の
原
田
小
学
校
五
年
生
の
下

斗
米
満
君
、
第
二
十
九
回
大
間

地
区
少
年
防
犯
弁
論
大
会
で
第

一
位
の
牛
膕
中
学
校
三
年
生
の

大
畑
隆
道
君
、
第
二
位
の
佐
井

中
学
校
三
年
生
の
加
藤
修
君
、

特
別
賞

の
長
後
中
学
校
三
年
生

の
内
田
彩
子
さ
ん
が
、
自
ら
の

体
験
を
も
と
に
意
見
を
発
表
、

さ
ら
に
、
九
月
十
二
囗
か
ら
二

十
五
囗
ま
で
の
二
週
間
に
わ
た

る「
第
五
回
青
森
県
青
年
の
船
」

に
参
加
し
た
東
出
隆
広
君
に
よ

る
体
験
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
下
北
少
年
自
然
の

家
」
研
修
課
長
の
中
澤
道
男
氏

が
、
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
「
夢

を
か
な
え
る
た
く
ま
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
」
と
題
し
て
、
今

後
の
青
少
年
健
全
育
成
の
あ
り

方
を
問
う
貴
重
な
講
演
を
行

い
、
参
加
者
に
多
大
な
感
銘
を

与
え
て
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
に

貢
献
し
た
次
の
五
団
体
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

◇
な
か
よ
し
子
ど
も
会

◇
潮
風
子
ど
も
会

◇
は
ま
な
す
子
ど
も
会

◇
古
佐
井
共
済
会

◇
大
佐
井
青
年
会

す
い
子
、
木
部
旭
、
木

部
正
樹

横
浜
市
西
区

三
上
船
舶
工
業
㈱

・
就
労
者

田
中
幸
太
郎
、

田
中
隆
、
田
中
勝
行
、

田
中
勝
美
、田
中
義
弘
、

柳
田
隆
信
、
柳
田
照
雄
、

柳
田
清
春
、
柳
田
勇
市
、

越
膳
成
美
、
大
石
公
之
、

滝
本

政
利
、
（
村
出
身

者
）
田
中
人
視
、
小
笠

原
一
男

短
期
間
に
高
賃
金
の
職
場
に

就
労
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
き

び
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
大
手
建
設
業

界
の
影
響
で
、
各
建
設
事
業
所

に
も
、

い
く
ら
か
指
名
停
止
等

で
仕
事
が
な
い
と
か
、
休
業
を

強

い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
深
刻

な
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
安
定
し
た
職

場
を
選
び
、
事
業
所
と
の
信
頼

関
係
を
つ
く
る
た
め
な
る
べ
く

同
一
事
業
所
に
継
続
し
て
就
労

し
、
技
能
、
技
術
（
資
格
）
を

身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

宿
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
て
で
、
冷
暖
房
完
備
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
付
で
一
部
屋
に

一
人
と
い
う
待
遇
の
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

就
労
者
が
高
齢
化
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
各
事
業
所

共
安
全
対
策
や
健
康
管
理
に
は

特
に
気
を
配
っ
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
帰
省
し
ま
し
た
。

家
族
の
み
な
さ
ん
も
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
就
労
者
の

み
な
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
寒
さ
が

き
び
し
く
な
り
ま
す
。
健
康
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

技 能 講 習 を 行 い ま す

出稼 ぎされている皆さん方 が、作業に必要な知識 や技

術 を身にっけることにより、安全で明るい就労 がで きる

ように下記のとおり技 能講習会を実施します。

記

１．講習科目：土止 め支保工作業主任者

２．日 時：平 成６年１月１７日（月）～１８日（洵の２日間

３．場 所：下北建設セ ンター 大会議室

むっ市 中央 ２－３－４５４５０１７５（２４）１０１６

４．受講資格

引 土止め支保工 の切 りぱりまたは腹おこしの取付け

または取りはずしに関する作業に３年以上従事した経

験がある者（但 し、満２１歳以上）

口） 学校教育法 による大学・高等専門学校又は、高等

学校において土 木、建築又は農業土 木に関する学科 を

専攻し、卒業し た者 その後２年以上土 止め支保工の切

りばりまたは腹おこしの取付けまたは取りはずしに関

する作業 に従事し た経験を有する者

５．募集定員：３０名

６．受 講 料：無料 （但し、申込用紙代 １部 ５０円）

７．申込方法：所定 の申込書に必要事項を記 入の上むっ

公共職業安定所①番窓口へお申し込みください。

（申込書は、むっ公共職業安定所にあります。）

８．申込期 間

平 成５年１２月１日（水卜 平成６年１月１０日哨）

但し。定貝になり次第締切らせてい ただきます。

※ 詳しいご とは、安定所 までお問い合わせください。

〒０３５ むっ 市若松町１０－３ ≪０１７５（２２）１３３１

むっ公 共職業安定所（担当 小笠原、黒木）



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

１２ｓ１１ヨ現 在

交通事故死ゼロ

３
，
６８９
日

青

森
県

交

通
安
全

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ
ル

に
参

加
し

て

交
通
安
全
毋
の
会
会
長
松

谷

三

枝

十
月
二
十
九
日
弘
前
市
市
民

文
化
館
に
お
い
て
、
平
成
五
年

度
県
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
青
森
県
警
察
音
楽
隊

の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
カ
ラ
ー

カ
ー
ド
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
後
に
、
場
内
を
埋
め
尽
く
し

た
多
数
の
参
加
者
の
も
と
で
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
青
森
県
知
事
表

彰
等
の
表
彰
が
あ
り
、
私
共
、

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
か
ら

は
奥
本
昌
子
さ
ん
が
、
県
警
察

本
部
長
・
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
会
長
の
連
名
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
か
ら
は

他
に
二
名
の
方
の
表
彰
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
み
引
き
続
き
午

後
の
部
に
入
り
こ

父
通
安
全
意

見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
人
目
は
、
弘
前
市
内
の
小

学
３
年
、
石
岡
良
太
君
の
「
引

き
逃
げ
さ
れ
た
お
兄
ち
ゃ
ん
」

で
、
あ
る
日
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が

自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に

あ
い
、
ヶ
ガ
を
し
て
帰
っ
て
き

た
の
を
見
て
家
族
中
で
驚
い
た

が
、
あ
と
で
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、

雨
降
り
の
中
、
手
離
し
で
自
転

車
を
乗
っ
て
い
た
自
分
が
悪

か
っ
た
と
、
お
母
さ
ん
に
内
緒

で
教
え
て
く
れ
、
自
分
も
交
通

事
故
に
は
気
を
つ
け
ま
す
、
と

い
う
内
容
。

二
人
目
は
、
弘
前
市
内
の
中

学
３
年
、工
藤
洋
子
さ
ん
の
「
交

通
事
故

か
ら

身
を
守

る
た

め

に
」
と

い
う
題
で
、
二

つ
の
飛

び
出
し
事
故
を
目
撃
し
、
運
転

者
も
そ
う
だ
け
ど
、
歩
行
者
も

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
身
を
守
れ

な
い
と
発
表

。

三
人
目
は
、
五
所
川
原
市
の

高
校
２
年
、
坂
本
寛
美
さ
ん
の

「
交
通
事
故
を
体
験
し
て
」
で
、

自

分

が
交

通
事

故
に

あ

い
入

院
、
リ
（

ビ
リ
な
ど
で
苦
し
い

思

い
を
し
、
ま
た
、
加
害
者
の

人
が
毎
日
お
見
舞

い
に
來
て
く

れ
て
か
え
っ
て
気
の
毒
な
思
い

を
し
、
事
故
に
は
あ
い
た
く
な

い
し
、
あ
わ
せ
た
く
な
い
と
い

う
内
容
。

そ
し
て
、
最
後
に
全
国
交
通

安
全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

に
入
賞
し
た
、
六
ヶ
所
村
の
中

学
２
年
、
木
村
行
男
君
が
「
桜

と
常
兄
」
と
い
う
題
で
、
桜
の

こ
ろ
に
な
る
と
自
分
が
大
好
き

だ
っ
た
兄
が
、
新
聞
配
達
の
途

中
に
車
に
は
ね
ら
れ
て
亡
ぐ
な

り
、
家
族
共
々
悲
し
い
思
い
を

し
た
こ
と
が
ふ
と
浮
か
び
、
自

分
が
大
き
く
な
っ
た
ら
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

る
と
発
表
、
会
場
の
涙
を
誘
っ

て
い
ま
し
た
。

意
見
発
表
の
後
に
、
八
戸
市

出
身
の
タ
レ
ン
ト
、
田
中
義
剛

さ
ん
が
講
演
、
自
分
も
高
校
時

代
に
オ
ー
ト
バ
イ
で
二
人
乗
り

を
し
て
空
を
飛
び
、
ケ
ガ
を
し
母

親
に
迷
惑
か
け
た
な
ど
の
話
で

会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
、

大
会
の
最
後
を
飾
っ
て
盛
況
の

う
ち
に
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成５年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

平成５年年末・年始の交通安全運動

実施期間 １２月１５日～１月５日

スローガン ～安全は スピードダウンと

ゆとりから～

運動の重点

１ 冬道の安全運転の推進

２ 飲酒運転の追放

３ 子どもと高齢者の交通事故防止

４ シートベルトの着用の徹底

５ 違法駐車の締め出し

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る



交
通
安
全
フ
Ｉ
ス
テ
ィ
バ
ル
マ
表
彰
を
受
け
７

奥

本

昌

子

十
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
「
青
森
県
交
通
安
全
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
、
母
の
会
と
し

て
出
席
し
て
参
り
ま
し
た
。

開
会
の
県
警
本
部
音
楽
隊
の

力
強
く
、
感
動
し
た
演
奏
の
あ

と
式
典
に
入
り
、
県
警
本
部
長

が
事
故
の
概
況
を
説
明
さ
れ
、

交
通
事
故
は
依
然
増
加
傾
向
を

示
し
、
お
年
寄
り
の
死
亡
事
故

も
多
い
等
々
と
危
機
感
と
注
意

を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
交
通
事
故
防
止

市
町
村
コ
ン
ク
ー
ル
で
佐
井
村

が
県
知
事
表
彰
、
佐
井
郵
便
局

の
内
田
さ
ん
、
細
川
建
設
の
田

代
さ
ん
が
交
通
栄
誉
章
等
を
受

賞
さ
れ
、
私
は
青
森
県
警
察
本

部
長
・
青
森
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
長
の
連
名
で
交
通
安

全
功
労
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
い
つ
も
惜
し
み

な
い
ご
指
導
・
ご
協
力
を
下
さ

い
ま
し
た
、
村
当
局
・
大
間
警

察
署
・
佐
井
駐
在
所
を
は
じ

め
、
母
の
会
初
代
会
長
の
山
崎

さ
ん
や
現
在
の
松
谷
会
長
、
母

の
会
会
員
皆
様
の
お
陰
と
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
最
後

に
交
通
安
全
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

一
、
私
達
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
、
飲
酒
運
転
・
無
謀
運

転
は
絶
対
致
し
ま
せ
ん
。

二
、
私
達
は
高
齢
者
と
子
供
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

三
、
私
達
は
「
交
通
安
全
は
家

庭
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
家
族

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
家
族
で
話
し
合
い
を

し
ま
す
。

と
声
高
ら
か
に
読
み
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
、
車
の
あ
る
・

な
し
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の
家
庭

で
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
交
通
安
全
意
見

発
表
示

中
高
校
生
の
作
字

、

特
別
講
演
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。今
思
え
ば
、
佐
井
村
交
通
安

全
母
の
会
が
結
成
さ
れ
た
の
が

昭
和
五
十
四
年
で
、
当
時
長
女

が
小
学
生
、
二
女
・
三
女
が
保

育
所
で
し
た
の
で
、
み
ん
な
出

か
け
た
後
に
役
場
の
和
室
ま
で

ミ
シ
ン
を
運
び
手
作
り
の
安
全

旗
を
縫
っ
た
り
、
弁
当
を
持
っ

て
牛
滝
な
ど
の
季
節
保
育
所

へ
、
車
酔
い
を
し
な
が
ら
交
通

指
導
（
ピ
ッ
ピ
体
操
・
紙
芝
居
）

に
行
っ
た
事
や
、
土
木
事
務
所

の
方
々
と
願
掛
け
ま
で
缶
拾
い

し
た
こ
と
な
ど
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
ま
た
、
子
供
が
小
学
生

に
な
っ
た
頃
は
、
飛
び
出
し
防

止
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
付
け
な

ど
の
子
供
と
の
活
動
が
多
く
、

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
三

人
の
子
供
も
大
人
に
近
い
年
齢

と
な
っ
た
今
で
も
、
休
み
の
間

を
見
て
母
の
会
の
活
動
に
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
前
と
比
べ
働
く
お

母
さ
ん
が
多
く
、
松
谷
会
長
も

人
不
足
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
が
、
次
代
の
方
々
に
期

待
を
し
て
、
私
も
今
回
の
受
賞

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
交
通
安

全
と
大
切
さ
を
胸
に
一
生
懸
命

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
お
そ
ろ
し
さ
【
‥ｍ
】

そ
の
①

飲
酒
運
転
は
危
険
な
の
か
？

酒
は
百
薬
の
長
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
程
度
を
わ
き
ま
え
て

飲
む
ぶ
ん
に
は
ス
ト
レ
ス
の
発

散
、
人
回
関
係
の
緩
和
な
ど

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し

ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
心
身

機
能
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
運

転
に
も
た
ら
す
悪
影
響
も
大
き

く
、
普
段
の
運
転
場
面
で
は
起

こ
り
え
な
い
よ
う
な
危
険
な
運

転
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
く
に
飲
酒
の
影
響
は
目
に

は
あ
ら
わ
れ
や
す
く
、
も
の
が

見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
視
野

が
狭
く
な
っ
た
り
し
て
危
険
の

発
見
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
判
断
力
の
低
下

や
、
運
転
操
作
の
遅
れ
な
ど
に

よ
っ
て
危
険
へ

の
対
応

が
遅

れ
、
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
の
で
す
。

飲酒運転がもたらす影響



保健婦だより

健康の基本は

丈夫な歯

～一生自分の歯で

食べましよう～

Ⅲ

は

じ

め

に

い
ま
や
人
生
八
〇
年
時
代
。

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
『
歯
の

寿
命
は
？
』
と

い
え
ば
、
八
〇

年
ま
で
は
ほ
ど
遠
く
、
厚
生
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
な
ん
と
三
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
は
歯

が
一

本
も
な
い
人
達
で
す
。
ま
た
、

残
っ
て
い
る
歯
も
七
〇
～
八
〇

歳
に
か
け
て
急
速
に
失
わ
れ
て

し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

歯
の
な
い
人
は
長
命
で
あ
っ

て
も
決
し
て
長
寿
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
豊
か
な
老
後
を
す
ご
す

た
め
に
は
、
自
分
の
歯
で
も
の

を
食

べ
、
必
要
な
栄
養
を
と
り
、

健
康
な
体
を
保
つ
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
歯
の
健
康
に
気

を
付
け
て
、
一
本
で
も
多
く
の

歯
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

②

ム

シ

歯

は

子
ど
も
に
多
い
病
気
で
す

口
の
中
の
病
気
で
、
一
番
多

い
病
気
は
ム
シ
歯
で
す
。
子
ど

も
の
歯
で
あ
る
乳
歯
は
、
生
後

五
～
一
〇
ヶ
月
ご
ろ
か
ら
生
え

始
め
、
二
歳
に
な
る
と
だ
い
た

い
生
え
ぞ
ろ
い
ま
す
が
こ
の
こ

ろ
か
ら
ム
シ
歯
が
増
え
始
め
、

ム
シ
歯
の
あ
る
子
ど
も
は
三
歳

近
く
に
は
全
小
児
の
約
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
六
歳
ご

ろ
で
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

に
な
り
ま
す
。
佐
井
村
で
も
ム

土
田
の
子
ど
も
は
多
く
、
平
成

四
年
度
に
三
歳
児
歯
科
検
診
を

受
け
た
３７
人
の
子
ど
も
の
う

ち
、
３０
大
に
ム
シ
歯
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
一
人
あ
た
り
の

ム
シ
歯
の
数
は
、
一
歳
六
ヶ
月

児
で
は
一
本
、
三
歳
児
は
五
・

三
本
で
し
た
。
（
表
１
、
２
）

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ム
シ

歯
は
子
ど
も
の
病
気
の
代
表
的

な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

対
策
は
乳
幼
児
期
か
ら
始
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

ム
シ
歯
が
ひ
ど
く
な
っ
て
歯

を
抜
い
て
し
ま
う
と
、
食
物
を

よ
く
か
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
顔
の
形
や
歯
な
ら

び
が
悪
く
な
る
原
因
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、

子
ど
も
の
歯
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

圓

歯
は
ど

う
し
て

抜
け

る
の
で
し
ょ
う

歯
を
失
う
大
き
な
原
因
は
、

ム
シ
歯
と
歯
周
病
で
す
。
成
人

で
は
歯
が
抜
け
る
の
は
歯
周
病

に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

歯
周
病
と
は
、
歯
そ
の
も
の

の
病
気
で
は
な
く
、
歯
を
支
え

て
い
る
周
囲
の
組
織
の
病
気
で

す
。
歯
を
建
物
に
た
と
え
れ
ば

歯
周
組
織
は
土
台
と
考
え
て
く

だ
さ
い
。
土
台
の
病
気
で
す
か

ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
目
立
た

な
い
で
進
行
し
、
病
状
が
進
む

と
崩
れ
落
ち
て
建
物
（
歯
）
を

支
え
き
れ
な
く
な
る
の
で
す
。

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
動
く
の
は
、
歯

を
支
え
て
い
る
骨
が
溶
け
て
く

表１ 歯科検診の状況

表２ 年度別、｜人あたりのムシ歯の数とムシ歯
をもっている子どもの割合

１２月

の
保
健
事
業

３
日
射

９
日

康
相
談
日

猟

心

筒

２２
日
窗

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

２
日
團

糖
尿
病
教
室

詳
し
い
こ
と
は
後
日
連
絡
し

ま
す
。

７
日
㈹

乳
児
・
一
歳
半

∴
一

歳
児
健
診

場
所

ア
ル
ザ
ス



る
か
ら
で
す
。

ム
シ
歯
で
抜
け
る
場
合
は
、

一
つ
の
建
物
（
歯
）
ご
と
に
崩

れ
て
く
る
の
で
す
が
、
土
台
が

溶
け
る
歯
周
病
は
、
根
元
か
ら

根
こ
そ
ぎ
で
、
い
っ
ぺ
ん
に
数

本
ま
と
ま
っ
て
抜
け
て
い
き
ま

す
。
五
〇
歳
前
後
か
ら
、
急
速

に
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
の
は
こ

の
た
め
で
す
。
（
グ
ラ
フ
古

今

歯
万
口

臭
霪

因
に

な

る

っ

て

本

当

り

ム
シ
歯
や
歯
周
病
は
口
臭
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
口
臭
の
原

因
に
は
、
①
空
腹
や
疲
労
に
よ

る
も
の
な
ど
の
生
理
的
な
も

の
、
②
胃
腸
や
肺
の
病
気
、
糖

尿
病
に
よ
る
も
の
、
③
口
の
な

か
、
鼻
、
の
ど
の
病
気
に
よ
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
歯
が

関
係
す
る
口
臭
は
、
歯
垢
、
歯

ぐ
き
の
炎
症
、
入
れ
歯
の
汚
れ

な
ど
が
原
因
に
な
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
口
の

中
を
清
潔
に
す
る
こ
と
で
す
。

毎
食
後
３
回
、
３
分
以
内
に
、

３
分
間
以
上
み
が
く
「
３
・

３
・
３
式
み
が
き
法
」
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
つヽ
。

歯

ぎ
し

り

は

歯

周

病
四

昌

に
忿

つ
乙
本
当
り

歯
ぎ
し
り
は
、
か
み
あ
わ
せ

の
不
調
和
を
治
そ
う
と
し
て
睡

眠
中
、
無
意
識
の
う
ち
に
歯
を

こ
す
り
合
わ
せ
る
た
め
に
起
こ

り
ま
す
。
歯
ぎ
し
り
で
歯
を
ゆ

さ
ぶ
り
続
け
て
い
る
と
、
歯
の

根
が
ゆ
る
ん
で
し
ま
い
、
そ
こ

が
細
菌
に
や
ら
れ
て
歯
周
病
に

な
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
歯
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
歯
ぎ
し
り
を
治
す
こ
と
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
が
歯
ぎ
し
り

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の

で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯を失う原因

歯科の２大疾患といわれるムシ

歯と歯周疾患で約９０％の歯が失わ

れています。右の研究報告では歯

を失った原因のうち、５０％は歯周

炎、３７％はムシ歯によるとされて

います。

あなたの歯ぐきは健康ですか

＜歯ぐきのヘルスチェック＞

匸 疲れたとき、

歯が浮くような感じが

ありますか？

２．歯ぐきが

ムズがゆい感じがしますか

３。囗の中がネバつく感じになりますか

∠匚 食べ物がよくはさまりますか

５。歯石がついてますか

６．歯をみがいたとき、

歯ぐきから血が

でますか

フ．歯ぐきが赤く腫れていますか

８．歯ぐきを押すと、

歯ぐき縁から膿がでますか

９．歯がグラグラ動きますか

１０．口臭がありますか

以上のような症状をひとつでも感じたら歯ぐ

きの赤信号です。一度、歯科医院でも診ても

らいましょう。

時
間

午
後
１２
時
３０
分
受
付

対
象

（
乳
児
）

平
成
５
年
５
月
～

８
月
生

二

歳
半
児
）

平
成
４
年
４
月
～

６
月
生

三

歳
児
）

平
成
３
年
１０
月
～

１２
月
生

１５
日
水

リ
（

ビ
リ
教
室

場
所

ア
ル
ザ
ス

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

記
帳
に
基
づ
く
正
し
い
申
告
を

商
売

な
ど

を
し

て

い
る
方

が
、
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計

算
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取

引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、
保
存

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
経
営
内
容
も
正

確
に
把
握
で
气

事
業
の
発
展

に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

簡
易
帳
簿
な
ど
一
定
水
準
以

上
の
記
帳
を
し
、
そ
の
記
帳
に

基
づ
い
て
正
し
い
申
告
を
す
る

場
合
に
は
、
所
得
の
計
算
上
「
青

色
事
業
専
従
者
給
与
」
な
ど
有

利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
青

色
申
告
制
度
が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
商
売
な
ど
を
し
て

申
告
し
て
い
る
多
く
の
人
が
青

色
申
告
を
し
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
で
記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

確

定

申

告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
よ

う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人

○
ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
と

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど

で
取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就

職
し
て
い
な
い
場
合

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

保

険

料

を

納

め

ま

し

よ

う

国
民
年
金
は
、
国
が
運
営
し

て
い
る
公
的
年
金
制
度
の
土
台

と
し
て
の
基
礎
年
金
を
支
給
し

て
い
る
制
度
で
す
。

老
後
や
万
一
の
と
き
の
た
め

の
生
活
保
障
と
し
て
、
た
い
へ

ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
年
金
も
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
給
付
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
の
給
料
天
引
き
と
違
い
、

加
入
者
自
身
が
役
場
の
窓
口
や

指
定
金
融
機
関
に
出
向
い
て
、

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
役
場
が
遠
が
っ

か
り
、
忙
し
が
っ
た
り
し
て
つ

い
、
納
め
忘
れ
る
人
も
出
て
き

ま
す
。

こ
ん
な
と
き
便
利
な
の
が
、

口
座
振
替
や
前
納
制
度
で
す
。

ま
た
、
民
間
地
区
納
付
組
織
を

利
用
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ば
か
り

に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
は
、
な
ん
に
も
な
り

ま
せ
ん
。

く
れ
ぐ
れ
も
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
注
意
し
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
権
利
を
無
駄
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。



こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な
年
金

国
民
年
金
に
は
、
大
き
く
分

け
て
三
つ
の
年
金
給
付
が
あ
り

ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
及
び
免
除
さ
れ
た
期
間

並
び
に
厚
生
年
金
保
険
、
共
済

組
合
に
加
入
し
た
期
間
の
合
計

が
一
千

五
年
以
上
あ
る
人
が
六

十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
二
十
歳
か
ら
六
十

筬
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
、
免

険
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

期
間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
、
満

額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

○
障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に

病
気
や
ヶ
が
で
障
害
等
級
表
の

一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
二
十
歳
前
の
ヶ
が
や

病
気
に
よ
っ
て
同
様
の
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
人
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
加
入
者
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
る
人
が
死

亡
し
た
と
き
、
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子

午

八
歳
未
満
）
の
あ
る
妻
ま

た
は
、
子

午
八
歳
未
満
）
に

千
が
十
八
歳
に
な
る
ま
で
、
あ

る
い
は
一
級
こ
一
級
の
障
害
の

あ
る
子
の
場
合
は
、
二
十
歳
に

な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
国
民
年
金
の
独
白

給
付
と
し
て
寡
婦
年
金
・
死
亡

一
時
金
・
付
加
年
金
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
年
金
額
は
、
完
全

自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
物

価
の
上
昇
に
合
わ
せ
て
引
き
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。従
っ
て
イ
ン
フ
レ
な
ど
に

よ
っ
て
年
金
の
価
値
が
目
減
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
ま

た
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

１ ２

月

２ ７

日 は

村 県 民 税（ ４ 期 ）

固 定 資 産 税（ ４ 期 ）

の 納 期 限 で す 。

＝納期内納付にご協力ください＝

冬
の
朝
、
白
い
息
を
吐
き
な
が

ら
、
霜
柱
を
踏
ん
で
登
校

靴

の
下
で
サ
ク
サ
ク
と
鳴
る
の
が
面

白
く
て
、
み
ん
な
で
競
争
し
な
が

り
霜
柱
の
上
を
歩
い
た
思
い
出
を

も
つ
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

細
い
氷
の
柱
が
、
と
き
に
は
十

セ
ン
チ
ほ
ど
に
も
伸
び
て
い

て
、
朝
日
に
き
ら
め
く
様
は

美
し
い
も
の
で
す
。
で
も
、

霜
柱
を
見
た
二
と
が
な
い
人

も
案
外
多
い
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
都
市
化
し
た
地
域
が
増

え
、
畑
や
未
舗
装
の
道
路
が

少
な
く
な
っ
た
か
ら
で
も
あ

り
ま
す
が
、
実
は
、
霜
柱
は
ど
こ

に
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
霜
柱
は
、
地
中
の
水
分
が
毛
管

現
象
で
地
表
面
に
染
み
出
て
凍
り
、

細
い
氷
柱
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
が
で
き
る
の
は
零
下
十
度
ぐ

ら
い
ま
で
で
す
。
寒
す
ぎ
る
と
地

面
の
下
で
凍
り
ま
す
。
ま
た
、
土

の
質
に
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
関

東
の
赤
土
な
ど
に
は
霜
柱
が
で
き

や
す
く
、
砂
地
や
粘
土
質
の
土
地

柄
で
は
で
き
に
く
い
の
で
す
。

霜
柱
と
い
う
植
物
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。
シ
ソ
科
の
多
年

草
で
、
冬
に
枯
れ
た
茎
の
基
部
に
、

霜
柱
の
よ
う
な
氷
結
が
見
ら
れ
る

の
で
、
霜
柱
と
か
雪
寄
草
の
名
が

あ
り
ま
す
。

霜
柱
は
畑
の
表
面
を
押
し
半
ぱ

た
り
、
寒
冷
地
な
ど
で
は
建
物
や

鉄
道
線
路
を
押
し
上
げ
た
り
し
て
、

と
き
ど
き
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
二
う
し
た
冬
の
自
然
災

害
は
、
霜
柱
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
雪
崩
に
よ
る
災
害

も
脅
威
で
す
。
毎
年
十
二
月

一
～
七
日
は
、「
雪
崩
防
災
週

間
」
で
す
。
こ
れ
は
雪
崩
災

害
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
、
雪
崩
に
よ
る
人
命
や

財
産
の
被
害
防
止
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。
雪
崩

の
怖
さ
を
、
も
う
一
度
再
確
認
し



カ
ー
テ
ン
で
部
屋
の
保
温

－

重
し
と
磁
石
で
一
工
夫
－

部
屋
に
カ
ー
テ
ン
を
つ
け
る

と
雰
囲
気
も
変
わ
る
し
、
保
温

効
果
も
上
が
り
ま
す
。
し
か
し

上
手
に
使
わ
な
い
と
効
果
は
半

減
で
す
。

風
の
強
い
日
に
、
窓
を
開
け

た
ま
ま
で
す
と
、
力
士
ア
ン
は

凰
に
あ
お
ら
れ
て
保
温
効
果
は

な
く
な
る
う
え
に
、（

夕（

夕

と
は
た
め
い
て
、
室
内
の
物
を

壊
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
す

そ
に
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
用
の
重

し
を
二
～
三
個
つ
け
て
お
け

ば
、
カ
ー
テ
ン
は
舞
い
上
が
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
窓
枠
が
サ
。

シ
な
ら
、
重
し
に
磁
石
を
使
う

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
す
そ
に

磁
石
を
数
個
縫
い
つ
け
て
お
き

ま
す
。
磁
石
が
サ
。
シ
に
く
っ

つ
い
て
風
に
あ
お
ら
れ
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。

保
温
効
果
か
ら
見
る
と
、

カ
ー
テ
ン
と
カ
ー
テ
ン
の
す
き

間
は
な
い
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
に
も
磁
石
が
一
役
買

い
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
の
合
わ
さ

る
部
分
に
磁
石
を
縫
い
込
め

ば
、
磁
石
同
士
が
く
っ
つ
い
て

す
き
間
を
つ
く
り
ま
せ
ん
。

磁
石
の
代
わ
り
に
な
る
の
が

フ
ァ
ス
ナ
ー
で
す
。
力
士
ア
ン

の
合
わ
せ
目
に
面
フ
ァ
ス
ナ
ー

を
い
く
つ
か
縫
い
つ
け
て
お
く

の
で
す
。
力
上
ア
ン
を
合
わ
せ

た
と
き
に
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
閉
め

る
と
、
す
き
間
が
な
く
な
り
ま

す
。
力
上
ア
ン
は
、
合
わ
さ
る

だ
け
で
部
屋
の
空
気
が
す
き
間

か
ら
逃
げ
る
の
を
防
ぐ
の
で
、

冬
は
暖
房
効
果
を
、
夏
は
冷
房

効
果
を
助
け
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル

を
使
う

と
、
窓
と
の
間
に
す
き
間
か
で

き
ま
す
。
冬
で
あ
れ
ば
、
こ
こ

に
冷
た
い
風
が
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
暖
房
を
入
れ
る
と
、

天
井
に
上
が
っ
た
暖
か
い
空
気

は
こ
の
す
き
間
に
入
っ
て
冷
た

い
空
気
を
部
屋
に
押
し
出
し
、

暖
房
効
果
を
悪
く
し
ま
す
。
こ

れ
を
「
コ
ー
ル
ド

ー
ド
ラ
フ
ト

現
象
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を

防
ぐ
に
は
布
や
板
な
ど
で
、

力
上
ア
ン
レ
ー
ル
を
隠
す
カ
ー

テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
が
効
果
的
で

す
。
つ
ま
り
、
力
士
ア
ン
レ
ー

ル
と
窓
の
す
き
間
を
埋
め
て
、

保
温
効
果
を
高
め
る
の
で
す
。

満１鑞になります

津 田 智 博 ４

（浩・秀子）
古 佐 井

戸籍の窓口

１１月１４囗現在

○お誕生おめでとう

千 葉 弘 喜 （悦忠）大佐井

田 中 睦 美 （ 隆 ）原 田

北 田 陸 （勝則）大佐井
○ご結婚おめでとう
（ 永 江 敏 光 （福岡県）

畠 中 静 子 （大佐井）
（ 草 野 博 （新潟県）

中 村 圭 子 （古佐井）
（ 横 濱 頽 一 （磯 谷）

四 戸 憲 子 （名川町）
（ 小 林 一 志 （古佐井）

木 村 扎 子 （青森市）
（ 本 部 稔 （原 田）

鈴 木 香 （東京都）
（ 宮 野 憲 （：大二佐井）

森 岡 千 恵 （熊本県）
（ 田 中 徳 康 （福 浦）

渡 邉 時紀子 仙 形県）
（ 柳 田 幸 雄 （福 浦）

成 田 里 美 （むつ市）
○おくやみ申し上げます

木部 富美五郎 原 田
横 濱 作太郎 （耕一）原 田

山 本 彌四郎 （幸治）福 浦
坂 尻 ミ ワ （↑専 ）野 平

１０月３１日現在人口（前月比）

男 １，７８０（＋５）
女 １．７９５（＋４）

計 ３，５７５（＋９）

世帯数 １，１１０（±Ｏ）
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